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2017年甲子園浜植生調査
兵庫県生物学会阪神支部

はじめに
甲子園浜は，浜甲子園の人たちの埋立て公害反対運

動によって守り抜かれた大阪湾の最奥に位置する自然
海岸である。 1995年頃に2回にわたり，浜甲子園一丁
目の「浜の入り口」から北西側の浜が，武庫川の川底
の砂礁を使って養浜された。その後養浜部に植物が生
えだしたので， 2002年夏以降，本会阪神支部は昔から
の砂浜と養浜部の植生調査を毎年続けている。
2017年は春( 写真1 ) と秋( 写真2) に植生調査を行
った。 4月10日と 10月1日にトランセクトA とBを， 10
月7日にトランセクトC を調査したので報告する。

参加者
4月30日調査: 北方英二，植田好人，豊園史健，石
井教寿，谷良夫，谷本卓弥，阪口正樹( 以上，会員)， 
安永有希，光永悟，小野公誉，灰谷有人，泉賢人，吉
川直毅( 以上，神戸大学附属中学3年)，入江祐樹( 県
立尼崎小田高校3年)，山木文汰，白石彩名，佐伯舞，
森美月，田中愛，中西優希奈( 以上，同高校l年)，石
井美樹，岩下歌武輝( 以上，県立西宮高校2年)，奥田
竜平，川村崇( 以上，同高校1年)，岩崎博子，東山直
美，向山裕子( 以上， N P O法人海浜の自然環境を守る
会)，合計27名。
10月1日調査: 北方英二，深水正和，石川正樹，谷

良夫，石井教寿，米沢剛至，豊園史健，阪口正樹，向
山裕子( 以上，会員)，大路紘裕( 県立尼崎小田高校)， 
東山直美，岸川由紀子( 以上， N P O法人海浜の自然環
境を守る会)，合計12名。
10月7日調査: 阪口正樹，向山裕子( 以上，会員)， 

岸川由紀子 (N P O法人海浜の自然環境を守る会)，合
計3名。

調査方法
2002年に甲子園浜の植生調査を始めるにあたり，基
準になる点と線を設定した。浜甲子園一丁目の「浜の
入り口」にある東屋( パーゴラ) から北西の六甲山
方面に向かつて約700mの遊歩道のうち，一直線とな
る中央部500mの浜側の縁石を基準線とした。ただし，
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北西の今津側と「浜の入り口」側の遊歩道の両端は浜
側にわずかに曲がっているため，基準線の延長線と東
屋から降り切った斜面の交点を基準点とした。したが
って，基準点は縁石から1 .2 mの遊歩道上となった。
トランセクトA は，基準点から基準線に直角に海側

の砂浜に設定した。ここは昔からある砂浜である。 ト
ランセクト BとCは， トランセクト A から北西側へそ
れぞれ100m，200mの地点に設定した。双方とも養浜
部である。それぞれのトランセクトに沿って北西側
にl m X l mの方形枠を設け調査区とした。基準線に接
する l m X l mの方形枠を調査区0とし， Braun-Blanquet 
(1964) の植物社会学的方法で群落高・全植被率・そ
れぞれの植物の被度を植生最前線まで連続して記録し
た。植物の被度は，地面の 1 0 0 - 7 5 %を覆うと被度 f5J，
7 5 - 5 0 %を f4J，5 0 - 2 5 %を f3J，2 5 - 1 0 %を f2J，
1 0 - 1 %を flj，1 %未満を f+  J ，ごく僅かを frJ と
する7段階で区別した。
9月17日の台風18号の通過により，砂浜の海側は海

水を被りオオフタパムグラは枯れたが， 10月1日と 7日
の秋の調査では枯れたオオフタパムグラも調査結果に
加えた。

調査結果
O トランセクトA (表1，3，写真3)
春 (4月30日) の調査では， 14種類の植物と「単子

葉の芽生え」が生育していた( 表1 ) 。全域にギョウギ
シパ，コマツヨイグサ，へラオオバコ，ホソムギと海
浜植物のコウボウシパ，ハマヒルガオが確認された。
遊歩道に続くコンクリートの階段( 調査区0 - 5と6の
途中まで) の隙聞にはコウボウシパ，タチイヌノフグ
リ，ノミノツヅリ，ハマヒルガオ，へラオオバコ，ホ
ソムギ，ランタナが確認された。遊歩道近くの砂浜に
は，カラスノエンドウ，コメツブツメクサ，タチイヌ
ノフグリ， f単子葉の芽生え」が確認された。砂浜中
央部から海側にかけてスズメノチャヒキ，マメグンパ
イナズナが少し確認された。ハマスゲは遊歩道近くと
打線近くの調査区43に確認された。植生は調査区45
(45.2m) までで，最前線にコウボウシパが確認された。
秋 (10月1日) の調査では， 13種類の植物が生育し
ていた( 表3)。全域にオオフタパムグラ，ギョウギシパ，



コウボウシパ，ハマヒルガオが確認された。疎らでは
あるが全域にコマツヨイグサ，へラオオバコ，メヒシ
パが確認された。コンクリート階段の隙間には，春に
生育したコウボウシパ，ハマヒノレガオ，ヘラオオバコ，
ランタナに加え，オオフタパムグラ，ハマスゲが確認
された。アレチマツヨイグサ，コセンダングサ，スベ
リヒユ，ヒメムカシヨモギは遊歩道近くにのみ確認さ
れた。ハマスゲは遊歩道側から浜の中央に確認された。
植生は調査区46まで続き，最前線にはコウボウシパが
確認された。
春と秋の調査で， 20種類の植物を確認した。

O トランセクトB (表2，4，写真4)
調査区0-2はパーゴラのコンクリート敷きで植生は
なかった。調査区3のほとんどがコンクリート面と石
組みの法面であるが，枠内のわずかな砂地に植生が見
られた。
春 (4月30日) の調査では， 11種類の植物と「双子

葉の芽生え」が生育していた( 表2)。全域に確認され
たのはナギナタガヤ，へラオオバコ，ホソムギ， r双
子葉の芽生え」であった。遊歩道近く( 調査区3と4)
には，タチイヌノフグリ，ノミノツヅリが確認された。
遊歩道近くと調査区38-55に分かれてコマツヨイグサ
が確認された。ハマヒルガオも遊歩道近くと打線近く
に分かれて確認された。少しだけ確認されたのはスズ
メノチャヒキ( 調査区26)，ハマスゲ( 調査区52)，ヒ
メヌカススキ( 調査区37-40) であった。植生は調査
区56 (56.4m) まであり，最前親にはコウボウシパが
確認された。
秋 (10月l日) の調査では，日種類の植物と「単子

葉の芽生えJ，r双子葉の芽生え」が生育していた( 表
4)。また，調査区47 (47.5m) から海側は枯れた植物
が目立った。
全域にオオフタパムグラが，ほぽ全域にコマツヨイ
グサ，ハタガヤ，ヘラオオバコ，メヒシパが確認された。
遊歩道近く( 調査区3-5) のみに確認されたのはコセ
ンダングサ，ツメクサ，ブタクサであった。ハマヒル
ガオは，遊歩道近くと打線近くに離れて確認された。
ギョウギシパは調査区4と37にのみ確認された。植生
は調査区55 (55.4m) までであり，最前線にはコウボ
ウシパが確認された。春と秋の調査で18種類の植物を
確認した。

O トランセクトc (表5，写真5)
調査区0とlの一部はコンクリート階段である。
秋 (10月7日) の調査で， 11種類の植物と「単子葉
の芽生えJ，r双子葉の芽生え」が生育していた。調査
区45 (45.4m) から海側は全域にゴミが散乱し，オオ
フタパムグラが茶色に枯死していた。
全域にオオフタパムグ、ラが生育した。また，少し疎

らだが全域にコマツヨイグサ，ハタガヤ，へラオオバ
コ，メヒシパ， r単子葉の芽生え」が生育した。遊歩
道近く( 調査区1-3) のみに確認されたのは，エノコ
ログサ，コセンダングサ，ヨモギであった。クグガヤ
ツリは，遊歩道近くの1ヵ所と浜の中央部の調査区31
-33の3 ヵ所で確認された。ハマヒルガオは汀線近く
( 調査区56，59， 60) に確認された。植生は調査区65
(65.7m) までであり，打線近く( 調査区51-65) から
最前線にはコウボウシパが確認された。
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調査区35には，浜を利用する人達の歩く道が遊歩道
と平行に出来ていた。基準線から35.7-36.0mの30cm
幅は凹み砂が露出し，植物は生えていなかった。

考察
2014年-2016年の春 (5月上旬) 3回および秋 (10
月) 3回の調査結果( 兵庫県生物学会阪神支部 2015， 
2016， 2017) を見ると，新たに甲子園浜に侵入した植
物はなかった。ただし， トランセクトAで2017年春に
確認されたマメグンパイナズナは2007年秋に出現して
以来であった( 兵庫県生物学会阪神支部 2008)。
トランセクトBで2017年春にノミノツヅリが，秋に

コセンダングサが新たに確認されたが，ノミノツヅリ
はトランセクトAで，またコセンダングサもトランセ
クトA とCですでに生育しており，分布を広げた結果
であるといえる。
2017年春にトランセクトBの調査区37-40に出現し
たヌカススキ属についてよく観察すると，芭が2本あ
り，小穂も2mmほどであったことから，ヒメヌカス
スキと同定した。しかしながら， 2015年5月17日の調
査ではハナヌカススキがトランセクトBの調査区37，
39， 40に出現している。分布域がほぼ同じであること
から，ヒメヌカススキをハナヌカススキと誤同定した
可能性がある。
コマツヨイグサの芽生えが， '1丁線付近のあちこちで

砂に埋もれていた( 写真6)。春の調査でも，汀線付近
を含め浜のほぼ全域で「コマツヨイグサ」と確認でき
るのは，冬季にこのように生育しているからである。
甲子園浜で2004年秋の台風のゴミ跡にハマゴウが出

現したが，今回， 9月17日の台風18号ではその近くま
で海水を被り，ゴミ跡ラインができていた。

謝辞
西宮市浜甲子園のN P O法人海浜の自然環境を守る会
の方々には，調査に協力いただ、き大変お世話になった。
また，ヒメヌカススキの同定には本会会員の水田光雄
氏のお世話になった。ともにお礼申し上げる。

引用文献
Braun-Blanquet.]. 1964. Pflanzensoziologie. 3Aufl.865pp. 
Springer-Verlag.， Wien. 
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甲子園浜トランセクトA
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表l

調査区Oは遊歩道，調査区'-5および6の遜中まではコン夕日ート階段である。

20'7年4月初日調査実施



甲子園浜トランセクトB
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コウボウシパ .1.1 .1. l ・r + l ・: 1  1  1I 1  2  1  +: 
1コマツヨイグサ I1 +  .， .  .， .  .， .  十十 1111+ I1I I1I 11+11]1]+ +1 .  
スズメノチャヒキ .， .  十 -lzt 4-1同・|τ・タチイヌノフグリ 十・ - ・
ナギナタガヤ +1 I1 +  +  十 + 1 +  + ・ 111 ]  +  +1.] • +  +  +  l  1  1111111 2  2  2  
ノミノツヅリ + ・
ハマスゲ 一一トー

+ ・トーハマヒノレガオ .， .  .， .  .， .  十 1 1  3  2  1  2 ・
.  ，. ，. ヒメヌカススキ - ・・ . .，.， .， .  十 + 十 I

へラオオバコ I1I1 +  1I +  - ・ + -じ + 1 + 1 + 十 + 1 +  +1 I1 1  l  :i+.日ホソムギ !. !・ + 十 + 1 + + 1 +  十 +11 ]1]1]1 +11 ・ • 1  + ・ + 1 +  +  十・ 十 1] +11 I1I I1I + 1 + 1 + ・ 十 +11 f-I- 十 +  +  2  1  2  1  1  ]  1 十
双子葉の芽生え 1.1 ・ + 1 + 1 +  + ・ + ] + 1 + 1 + ] +  + ] + ] +  + 1 + ' +  + 1 +  +  十十 +1 +111 +  + 1 +  + 1 +  + 1 + ] + 1 +  十十 +!+I ・ +  +]+1 ・|・|・ .， .  

汀線は65.6m02 ・30)植生は56.4mまで2017年4月30日調査実施

表2

「双子葉の芽生えJ はオオフタパムグラの可能性が大きL、aコンクリート部分は調査区帯号0-2と調査区番号3のほとんどであるロ
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甲子園浜卜ランセクトA

10111213日! s  
2017年10月1日調査実施

表3

| 調査区番号



甲子園浜トランセクトB
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2017年 10月l日調査実施
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甲子園浜トランセクトC表5
値生は65.7mまで

調査区番号 o  1  1  2  1  3  4  1  5  6  1  7  8  1  9  101 11 121 13 14115 16117 18119 20121 22123 24125 26127 28129 30131 32133 34135 36137 38139 40141 42143 44145 46147 48149 50151 52153 54155 56157 58159 60161 62163 64165 
群落高 (cm) o  1114 95153 37134 161 16 11110 131 14 211 15 14124 271 15 44121 231 15 20134 17120 131 18 351 13 9  1  12 101 13 141 15 141 7  7  1  9  7  1  6  101 10 5  1  9  8  1  9  131 14 161 16 18130 27130 211 17 151 10 101 11 131 9  
全植被串( 世) o  140 90150 40145 30130 20125 15125 25125 251 15 15120 251 15 201 15 151 15 101 10 101 10 251 15 151 15 25130 35120 30125 201 15 15120 20120 20120 20120 20125 30140 40135 40130 50150 50150 60145 60150 401 10 
エノコログサ .， • + 1 +  .， .  .， • .， .  .， • .， .  .， • .， .  .， .  .， .  .， • .， • .， .  .， .  .， • .， .  .， .  .， • .， .  .  .， • .， • .， .  .， .  .， .  .， • .， .  .， .  
オオフタパムグラ .， • 2  1  3  2  1  2  2  1  2  2  1  2  2  1  2  2  1  2  2  1  2  2  1  2  1  1  2  2  1  2  2  1  1  1 1 1  1 1 1  1 1 1  2  1  2  2  1  2  2  1  1  2  1  2  1  1  2  1  1  2  2  1  2  2  1  2  2  1  2  2  1  3  3  1  3  3  1  3  3  1  3  2  1  3  3  1  2  1  1  • .， .  .， .  
クグガヤツリ .， • .， .  .， .  .， • .， .  +  .， .  .， • .， • .， .  .， .  .， • .， • .， • +  + 1 +  .， • .， .  .， • .， • .， .  .， .  .， • .， • .， • .， .  .， .  .， • .， .  .， .  
コウボウシパ .， .  .， .  .， • .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， • .， .  .， .  .， • .， .  .， .  +  1 1 1  1 1 1  2  1  3  3  1  3  4  1  3  4  1  3  3  1  1  
コセンダングサ .， .  + ・ .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .  ，. .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  
コマツヨイグサ .， .  .， .  1 1 1  1 1 1  -←+  + 1 1  1 1 1  r  1  +  l  2 1 +  .， .  .， .  + ・ .， .  +  1 1  1 1 1  1 1 1  1 1 1  1 1 1  I1 +  + 1 +  1 1 1  + ! +  + ・ . 1 +  .， .  + ・ +  .， .  .， .  .， .  .， .  
ハタガヤ .， .  .， .  .， .  1  1  2  1 1 1  1 十 + 1 +  r  1  1  1 1 +  1 ・ • 1 +  +  + ・ +  1 1 1  1 1 1  1 1 1  2  1  1  + 1 +  +  1 1  + 1 1  11 +  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  
ハマヒルガオ .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， • .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， • +  1  • .  I  r  + ・ .， .  .， .  
へフオオパコ .， .  + 1 1  1 1 1  .， .  + 1 .  .， .  .， .  .， .  .， .  + ・ +  + 1 .  .， .  .， .  .， .  .， .  +  + 1 +  1 1 1  1 1 +  1 1 1  +  1  1  十 I + ・ .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  
メヒシ/ { .， .  +  1  2  2  1  1  + ・ +  11 +  + 1 1  1 1 1  1 1 1  1  1  1  1 1 1  1  1  1  1 1 1  2  1  1  + 1 +  + 1 +  + 1 +  11 +  + 1 +  + ・ + ・ +・ .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  
ヨモギ 3  5  1  • .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  .， • .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  
111子楽の芽生え .  +・ .， .  .， • .， .  .， • .， • r  I  r  • I  r  r  I  .  r  I  • r l r  • I  r  r  I  r  r  I  r  r  I  r  r  I  r  r  I  • r  I  • r  I  • .， • r  I  r  r  I  r  .， • r  I  • .， .  .， • .， .  .， .  .， • 
双子葉の芽生え .， • +  .， .  .， • .， .  .， • .， .  .， .  .， • .， • .， • .， .  .  .， • .， • .， • .， .  .， • .， .  .， • .， .  .， .  .， • .， .  .， .  .， .  .， .  .， .  +  .， • .， .  .， • .， • 

打線は70.5m (1 5:50) 

開査区45の45.3-45.4mから海側は台風 18骨の大波が迎んだゴミが残る。海側のオオフタパムグラは枯れているが、閥査対象とした。調査区35の35.7-36.0mは踏みつけられて砂が裸出 L た道になっている。

2017年 10月7日調査実施

調査区0とlの一部はコンクリート階段である。



写真l 春の甲子園浜全景 2017年4月30日撮影

写真2 秋の全景 台風18号の塩害でn線付近が褐色に 2017年 10月1日撮影

写真3 トランセクト A 2017年 10月l日撮影 写真4 トランセクト s 20171:!三4月30日撮影

写真5 トランセクト C 2017年 10月7日撮影 写真6 n線近くのコマツヨイ グサ 2017年2月24日撮影

- 208 


